
キンポウゲ麗櫨物の綾型分析
藤原悠紀雄、近藤昭一郎

Y. Huzlwara &  S. Kondo: Karyotype Analysis in Ranunculus 

キンポウゲ属 Ranunculus は広く世界に分布し約 i 材料および方法
400 種を含む大ぎな属である。大井 (1953) は白木産| 核型の解察は協定細胞において行い、 8-oxyquino・
京高植物として22種10変種を記載している。本属の染 Iline で前処理し、酷酸オノレセイシおしつぶし法 (La

Ic口ur，1941; Tjio &  Levan， 195のによった。梁色体色体については Langl邑t (1927) はじめ多くの研究者|
| の腕の長さは挨限ミグロメ戸タ戸によって測定し着糸

によって報告されているがその殆んどが染色体数の研|
| 点の位置を定めた。図は Abb品描画装置を用いて描き

究に止まり詳細なる秒、型についての報告は少く、日本 lI  3600告に転写した。表に示した染色体の会長および腕
産; $ ; 属情物の核型についτは栗田 (1952 a， '52 b.)，栗
田および白附く1953) の報告があるにすぎない。筆者
等は王子シポウゲ属 6種および I変種について核型分析
を行ったので報告する。

の長さは接眼ミグロメ戸夕戸の読みをそのまま用いた
もので 10 =  l.2μ である。核型の表わし方は篠遠
(1943) によった。材料として用いた植物は Tab!e 1  
の通りである。

Table l. キνポウゲ麗 6種， 1変種の梁色体数

j直 物 名 2 n  産 地

Ranunculus ternafus T H U NB. キ Y ネノボタン 16 神戸市垂水区神出町
R. Tach:roeiFRANCH. et SAVAT. オトコゼリ 16 神戸市兵庫区山田町
R. canfon'ens:s DC. 32 神戸市垂水区神出町
R. sceleraius LINN. タガラy 32 神戸市垂水区玉津町
R. reρtans LINN. var. flage!lうfolius イト王子 Y ポウグ 32 神戸市立縞物教材園O H W I  
R. muricatus L1NN. トゲミノキ 7 ネノボタy 64 姫路市新在家

R. jatonic1ts  THUNB. ウマノアシガタ 14 神戸市翠7. 1 ¥区玉津町

結 果 に、 2対 (3，4; 13， 14) は submedian に、残りの
l. キγ片ネ/ 球ボタ灯y R，助G 冗m叩鰍u餅U ，ω u仰s te.on勾舟仰a仰泊畑s T叩HU- Iげ5対 (切5，6; 7， 8削 9，1肌O町 11，耽 1杭5丸， 1助6め〉は B帥u由b刷
NB. くFig. 1， Table 2) I  minal にある。との中 1対 (7，8) の着糸点は極端に
体細胞染色体16j閣は形と大きさとから 8麗類に区別 terminal 寄りで短腕は非常に短い。核型は次の式で
できる。染色体の着糸点は 1対( 1 ， 2) は median I表わされる。

K(2n) =  16 =  2A四十 2B呂田十 2CS七十 2D ，目 +2D2S包 + 2 D 時十2 Dぷ皿十 2E:品

Table 2. キγネノボタンにおける染色体の長さの測定

梁 色 9， 10 )11， 12 民 14 15， 16 

長 腕 30 I  35 I  40 I  45 35 
短 腕 30 20 12 5  10 15 20 10 

計 60 I  55 I  52 50 50 50 50 45 
着 糸 点 m s m  st 8t s t l s t l E m  

2. オトコゼリ R. Tachiroei FRANCH. et I  体細胞染色体16個は 8種類に区別でき、核型はキ Y
SAVAT. (Fig. 2， Tabl巴 3) ネノボタシのそれに極似し、次の式で表わされる。

K  (2n) =  16 =2Am +2Bsm 十 2CSt 十2D1S七十 4D2時十2D3sm 十 2Esも
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.  R. ca，ntoniensis DC. (Fig. I  14) の着糸点が極端に端部に答っていで同形の 1組と
3，Table 4) .， . " け } 川市山. y  • . はならない。染色体の着糸点の位置は 2対く5，6; 7， 
体細胞染色体32個は形と大きさから 9種類に区別で! めが median，' 4対 q，2; 3，4; 17， 18; 19， 20) が
をる。そのうち28個の梁色体は 4伺ずつ同形同大の組 I subm巴dian で残る 10 対はすr " て subterminal であ
とすることが出来るが残る 4 {閣はそiのうち 2個 (13， 1 る。核型は次の式で表わされる。

噌 " ' ， d‘ト 札、 K (2n)=32=4A]s四十 4 A盟国十 4Bs七十2C]st 十 2C2 st十 4Css m + 4 p品十 4E時十 4 ，:叫

、

塁突 色

長
短

'着 糸
了守彦・行 I  

L T a h l白 3. 巾す tトコぜりにおける染色体の長さの測定

;li jilil日IlIl7lT
点 st st st s m  st st 立1 s m  

Table 4. ;;r今 Y ネノボタνにおける染色体の長さの測定

染色体 | 凶 1 5-8 1 9-12 I 孔 141 坑 16 1 山 o 1  21-24 1 一 I Z9-32 I  
長腕 1 40 1  30 1  40' 1  45' 1 4 0  1  30 I  35 1  35 1  

F 短 a 山崎町…腕、 1ハ叫20_.1 血 30 .1 ャ 15 .ー 1.... ..5..1 ， .10 、卜 20 叩 1 ，12 …| 、 O 町 l
y  仁、計三 t:: 1パ 6O; 11"， 60" 1  55 日 1 ii 50' '50 日 :47 1 ' 4 5  '1 
潰糸 ; 点 s m ，m  ，s ; s t  st eI)1 st 1 t  I  

4; タプラ$ ' "R. sceletatts LINN. (Fig. '4; Tab1e  
5) !コ(; J:; ， 2 ご， ; 円

きh 梁色体は同爵の他種に比していちじるしく小形で
最大のものは 5.4μ最小のものはわずかに1 . 8μにすぎ

.  K  i  O4 む 日 le 5  タガラシにおける染色体の討の測定

L  

ない。染色体の着糸点は乙median のものが2対 (13，
14; 15，'16) で subterminal のものが 3対 (21，22; 
27， 28; 29， 30) で残りの 11対はすべて submedian
である O 核型は次の式で表わされる。
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5. イトキνポウゲ、 山 R ，' rettans LINN.var. 
flagel-γol'us O H W I  (Fig皆 5，Tableβ〉
体細胞染色体32個は13鍾主買に区別で台、植物体の大
まさに比して梁色体は大形である。〈最大 7.2['，最少
3.0μ〉染色体の着糸点は medianの位置にあるものが

4対日， 2; 5， 6; 7， 8; 15， 16) で submedianに
あるものが 55吋 (9，10; 21， 22; 27， 28; 29，30; 31， 
32) で残りの 7対は subt巴rminalの位置に着糸点をも
っている。核型は次の式で表わされる。

K  (2n)=32=2Am十 2B]酷+ 1I1.+ 2CS国十 4 D，前十 2 D盟主亭寸 2Est 寸;. 2 Flst， +  2 G宮田 +4Hs皿 +2Ism
い .l" .. Table6. イト. キシーポウダに缶け4染色体り長さの測定
I  18_ 
長腕 | 叩 t 40 1  25 1  25 1  30 1  20 1  3⑪ l  
短腕 1 30 1  10 1  25 1  20 1  10 1  20 1  8  

計 I 60 I  50 I  50 I  45 I  40 I  40 I  38 
斎糸点 m

 
m也、An

 
st st ロ1 st m  
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梁 色体此剖 21，盟 | 凪剖恒 261 2 7 - 3 0 3 1，胡

長 腕 30 I  20 30 I  25 I  20 I  15 
短 腕 5 I  15 I  3  8  I  10 I  10 

計 35 35 33 33 30 25 
着 糸点 st s m  st st s m  s m  

6. トグミノキツネノボタ y R. muricafus LINN. I の位置にあるものが 2対(11，12;35，3のでsubmedian
(Fig. 6， Table 7) にあるものが13対で subterminalにあるものが17対あ
体細胞築色体64個は形と大きさから 18種類に区別さ lるo この中の 1対く39，4のは短腕に二次狭窄を有す

れ、築色体数が多いわりに形が大きく大小の差が少| るのが認められる。核型は次の式で表わされる。
い。〈最大 7.8μ，最少 4.2p，)染色体の着糸点はmedian

K  (2n) =  8Dasm +  2D4m  

+2Est + 2国F ，st 十 2 F2出十 4Fs前十 2 F4S四十 12Gst + 4 H時

Table 7. トゲミノキ? ネノボタνにおける染色体の長さの測定

事誕 色 体 1， 2  3， 4  5-8 9， 10 111， 12 13， 14 15-18 19 但22 23-26 

長 腕 40 35 40 35 30 40 35 40 35 
短 腕 25 30 20 25 30 15 20 10 15 

計 65 65 60 60 60 55 55 50 50 
着 糸 点 s m  s m  s m  S町1 m  st S立1 st st 

事誕 色 tjs: 27-34 35， 36 37， 38 39， 40 41 ，， 42 43-46 47， 48 49-60 61-64 

長 腕 30 25 43 40 42 35 30 30 25 
題 腕 20 25 5  3 + 2  3  10 15 10 10 

計 50 50 48 45 45 45 45 40 35 
完雪 糸 点 E立1 ロ1 st st 自t 6t s m  8t 8t 

7. ウマノアシガタ R. japonii:us T H U NB. (Fig. 点は m 巴dian の位置にあるものが 2対で8ubmedianの
ものが 2対で 8U祝日rminalのものが 3対あるがこの中
1対 (9，10)は短涜に二次狭窄をもっているのが認め
られる。核型は次の式で表わされる。

7， Table 8) 
体細胞梁色体14簡は 7 種類に区別するととがでま染
色体は比較的大きい。〈最大 8.4p" 最小 4.6μ〉着糸

K ( 2 n ) = 1 4 = 2 A m + 2 B皿十 2 0皿十 2Ds四十 2csE時十 2Fst + Z G帥

Table 8. ウ' . " ' < ' ノアシガタにおける衆色体の長さの測定

染 色 体 1， 2  3， 4  5， 6  7， 8  9， 10 11， 12 

長 腕 35 30 30 30 33 30 
官豆 腕 35 30 20 15 5 + 2  10 

計 70 60 50 45 40 40 
着 糸 点 m  立1 8 m  s m  8t st 
一一一一一一一一一一一一←
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Figs. 1-7. キy ポウゲ鼠植物の
体細胞染色体 x 1500. Fig. 1. キ
ツネノボタ' . / Fig. 2. オトコゼ
]J Fig. 3. JrキツネノボタνFig.
4. タガラシ Fig.5. イトキシポ
ウゲ Fig. 6. トグミノキY ネノ
ボタン Fig.7. ウマノアシガタ
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以上のようにキンポウゲ属植物の

主染色体数については2n=16，32， 64 
のように 8 を基本数とする倍滋性が
認められ、また別に 7 を基本数とす
る2 倍種が認められた。 2 f音種であ
るキ Y ネノボタνとオトコゼリとは
核型が類似し両極が系統的に近縁で
あり、ウマノアシガタは基本数を異
にし核型も以上の 2種とはやや越を
具にするから系統上ややはなれた種
であることが分る。; 該型から見てケ
キツネノボタシ、タガラシおよびイ
トキンポウグは同質4f古体に近いも
のと考えられ、 64!回の染色体をもっ
トゲミノキツネノボタ y は異質 6倍
種と考えられる。
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研究発表御者望の方は豊両市県立盛岡高校、生物室

あてに 3 月末日までに御申込み下さい。

65 

ことに決定しました。

詳細は後日案内状を発送するが、 5 月中句盛岡また


